
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル

　
イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
は
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

Ｏ
Ｆ
２
０
１
０
で
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
硬
・
速
・
美
」
を
継
承

し
て
展
示
を
行
っ
た
。
Ｈ
Ｒ
Ｃ

―

の
焼
き
入
れ
鋼
に
穴
が

あ
く
「
ト
グ
ロ
ン
ハ
ー
ド
シ
リ

ー
ズ
」
や
、
１
穴
に
つ
き
０
・

秒
で
４
万
穴
以
上
の
加
工
が

可
能
な
「
Ｇ
Ｐ
ド
リ
ル
」
、
売

れ
筋
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
「
Ｓ
Ｐ

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
切
れ
味
、

面
粗
度
、
仕
上
が
り
の
美
し
さ

に
こ
だ
わ
っ
た
製
品
を
多
数
出

品
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
、
新
製
品
と
し

て
「
ト
グ
ロ
ン
シ
ャ
ー
プ
チ
ャ

ン
フ
ァ
ー
」
を
発
表
。
同
社
の

人
気
製
品
で
あ
る
「
ト
グ
ロ
ン

シ
ャ
ー
プ
Ｓ
Ｐ
」
よ
り
ヒ
ン
ト

を
得
て
開
発
し
た
工
具
で
、
ア

ル
ミ
や
銅
加
工
に
お
い
て
バ
リ

の
発
生
を
徹
底
的
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
穴
面
取
り
と
面

取
り
ミ
ー
リ
ン
グ
に
機
能
を
絞

り
込
み
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要

望
が
多
か
っ
た
再
研
磨
も
数
回

可
能
。
在
庫
も
順
次
取
り
そ
ろ

え
て
い
く
方
針
だ
。
　

岡
本
工
作
機
械
製
作
所

　
岡
本
工
作
機
械
製
作
所
は

「
ス
キ
ル
レ
ス
で
の
高
精
度
加

工
、
微
細
加
工
」
を
テ
ー
マ
に

新
製
品
４
機
種
を
含
む
６
機
種

を
出
品
し
た
。
時
間
が
か
か
る

角
出
し
研
削
や
、
薄
肉
パ
ン
チ

の
両
面
研
削
の
自
動
化
、
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
測
定

の
自
動
化
な
ど
、
長
年
研
削
盤

に
携
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し

て
、
作
業
現
場
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
対
し
、
新
し
い
加
工

技
術
を
提
案
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
Ｈ
Ｖ
用
モ
ー
タ
ー
コ
ア
の

金
型
や
工
作
機
械
の
ス
ラ
イ
ド

部
品
用
に
開
発
し
た
、
前
後
方

向
の
加
工
範
囲
が
６
０
０

の
門
型
平
面
研
削
盤
「
Ｐ
Ｓ
Ｇ

１
５
６
Ｃ
Ｈ
―
Ｌ
ｉ
」
は
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。
同
機
は
高

剛
性
を
誇
る
可
変
静
圧
ス
ラ
イ

ド
を
左
右
案
内
面
に
採
用
。
さ

ら
に
左
右
送
り
リ
ニ
ア
モ
ー
タ

ー
駆
動
で
毎
分

の
高
速
研

削
と
細
密
な
機
上
測
定
を
可
能

に
し
た
こ
と
で
、
大
物
精
密
部

品
の
全
自
動
加
工
を
実
現
し
た

機
械
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

カ
ト
ウ
工
機

　
カ
ト
ウ
工
機
は
切
削
油
を
自

動
供
給
で
き
る
ホ
ル
ダ
ー
「
リ

キ
ッ
ド
　
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
　

Ｌ
Ｄ
―
１
８
０
型
」
を
展
示

し
、
注
目
さ
れ
て
い
た
。
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

で

切
削
油
の
刷
毛
塗
り
工
程
を
自

は

け

動
化
で
き
、
夜
間
の
無
人
化
を

可
能
と
し
た
。
加
工
面

タ
ッ

プ
下
穴

に
直
接
塗
布
で
き
る

た
め
、
吐
出
油
量
は
０
・
５

の
少
量
で
も
効
果
は
確
実
に
上

が
り
、
消
費
量
も
抑
え
ら
れ

る
。
立
型
・
横
型
Ｍ
Ｃ
共
用

で
、
Ｂ
Ｔ

、
Ｂ
Ｔ

、
Ｂ
Ｔ

に
対
応
。
ノ
ズ
ル
は
小
径
用

Ｍ
１
―
Ｍ
４

と
普
通
穴
用

Ｍ
４
―
Ｍ

の
２
種
類
を

標
準
付
属
。
切
削
油
は
難
削
材

に
も
使
用
で
き
、
環
境
対
応
切

削
油
「
セ
リ
・
カ
ッ
ト
　
リ
キ

ッ
ド
」
「
セ
リ
・
カ
ッ
ト
　
リ

キ
ッ
ド
ラ
イ
ト
」
を
推
奨
す

る
。

　
来
春
発
売
予
定
の
「
バ
リ
取

り
ホ
ル
ダ
　
Ｄ
Ｒ
Ｂ
―
７
型
」

も
参
考
出
品
。
Ｍ
Ｃ
で
３
次
元

曲
面
な
ど
の
バ
リ
取
り
も
可
能

な
、
自
動
化
ア
イ
テ
ム
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。

ハ
イ
ウ
ィ
ン

　
ハ
イ
ウ
ィ
ン
は
世
界
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
直
動
製
品

リ
ニ
ア

ガ
イ
ド
ウ
エ
ー
、
ボ
ー
ル
ネ
ジ

な
ど

の
専
門
メ
ー
カ
ー
。
Ｊ

Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
２
０
１
２
で
は
多

様
な
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
部
品
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
、

シ
ス
テ
ム
な
ど
幅
広
く
そ
ろ
え

て
出
展
し
た
。

　
直
動
製
品
で
は
ボ
ー
ル
ネ

ジ
、
リ
ニ
ア
ガ
イ
ド
を
中
心
に

従
来
に
比
べ
、
さ
ら
に
高
速
・

低
騒
音
の
タ
イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
た
。
新
開
発
の
「
ク
ロ

ス
ロ
ー
ラ
べ
ア
リ
ン
グ
」
や
、

新
製
品
の
ロ
ー
ラ
ー
を
使
用
し

た
ボ
ー
ル
ネ
ジ
タ
イ
プ
の
ス
ク

リ
ュ
ー
「
ロ
ー
ル
ク
リ
ュ
ー
」

に
も
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
同
社
は
台
湾
に
本
社
・
工
場

を
置
き
、
日
本
、
米
国
を
は
じ

め
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
チ

ェ
コ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て

い
る
。
安
定
し
た
Ｑ
Ｃ
Ｄ

品

質
、
コ
ス
ト
、
納
期

と
、
ユ

ー
ザ
ー
へ
の
き
め
細
か
な
対
応

で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

森
精
機
製
作
所

　
森
精
機
製
作
所
は
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
支
持
を
得
て
い
る
「
Ｎ
Ｌ

Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
に
Ｎ
Ｌ
Ｘ
１
５

０
０
、
同
２
０
０
０
、
同
３
０

０
０
、
同
４
０
０
０
を
新
た
に

追
加
し
、
チ
ャ
ッ
ク
サ
イ
ズ
６

―

の
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
初
公
開
し
た
。
全
軸
滑
り
案

内
を
採
用
し
、
振
動
減
衰
性
と

動
剛
性
の
向
上
を
実
現
。
機
体

ク
ー
ラ
ン
ト
循
環
を
は
じ
め
と

し
た
同
社
独
自
の
熱
変
位
制
御

を
行
い
、
高
い
加
工
精
度
を
実

現
し
て
い
る
。
独
自
技
術
の

「
Ｂ
Ｍ
Ｔ

ビ
ル
ト
イ
ン
モ
ー

タ
・
タ
レ
ッ
ト

」
を
熟
成
・

進
化
さ
せ
る
こ
と
で
最
高
回
転

速
度
、
毎
分
１
万
回
転
を
達
成

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
提
携
先
の
ド
イ
ツ

・
ギ
ル
デ
マ
イ
ス
タ
ー
の
洗
練

さ
れ
た
機
械
も
多
数
出
展
。
特

に
「
Ｄ
Ｍ
Ｃ

　
ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
Ｂ

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
「
Ｄ
Ｍ
Ｃ

Ｈ
　

ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ａ
ｒ
」
な
ど
、
欧
州

市
場
で
鍛
え
ら
れ
た
５
軸
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
新
機
種
が

大
き
く
注
目
さ
れ
た
。

住
友
電
気
工
業

　
住
友
電
気
工
業
の
刃
先
交
換

式
正
面
フ
ラ
イ
ス
カ
ッ
タ
ー

Ｓ
Ｅ
Ｃ
ス
ミ
デ
ィ
ア
ル
ミ
ル

Ｄ
Ｇ
Ｃ
型
の
最
大
の
特
徴
は
、

同
じ
カ
ッ
タ
ー
ボ
テ
ィ
ー
に
２

種
類
の
チ
ッ
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
装

着
で
き
る
点
。
カ
ッ
タ
ー
ボ
デ

ィ
ー
を
多
数
そ
ろ
え
な
く
て
も

特
徴
の
異
な
る
チ
ッ
プ
を
デ
ュ

ア
ル
に
使
い
分
け
、
多
種
多
様

な
加
工
に
対
応
が
可
能
だ
。

　
四
角
形
・
両
面
８
コ
ー
ナ
ー

チ
ッ
プ
の
場
合
、
切
り
込
み
量

最
大
６

、
１
刃
当
た
り
送

り
量
は
最
大
０
・
４

ま
で

の
高
能
率
加
工
に
対
応
。
ま
た

高
精
度
金
型
技
術
が
生
ん
だ
大

き
な
刃
先
す
く
い
角
が
鋭
い
切

れ
味
を
生
み
、加
工
コ
ス
ト
時

間
の
大
幅
削
減
と
美
し
い
加
工

面
を
実
現
す
る
。八
角
形
両
面

コ
ー
ナ
ー
チ
ッ
プ
を
使
用
す

る
と
、
よ
り
大
幅
な
加
工
コ
ス

ト
削
減
が
可
能
と
な
る
。
チ
ッ

プ
は
７
材
種
と
５
ブ
レ
ー
カ
ー

が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
鋼
か
ら
鋳

鉄
、
難
削
材
ま
で
幅
広
い
加
工

に
活
用
で
き
る
点
も
魅
力
だ
。

エ
レ
ニ
ッ
ク
ス

　
エ
レ
ニ
ッ
ク
ス
の
微
細
ノ
ズ

ル
穴
加
工
に
特
化
し
た
細
穴
放

電
加
工
機
「
Ｍ
Ｈ
８
」
と
、
パ

イ
プ
電
極
で
創
成
／
形
状
加
工

が
可
能
な
「
Ｇ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」

が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
。
特
に

Ｍ
Ｈ
８
は
設
置
場
所
を
考
慮
し

た
ス
リ
ム
な
機
体
形
状
が
珍
し

い
上
、
ツ
イ
ン
ヘ
ッ
ド
搭
載
で

２
種
の
異
径
穴
加
工
が
高
速
で

行
え
る
点
が
最
大
の
特
徴
で
あ

る
。
従
来
は
加
工
穴
に
合
わ
せ

て
電
極
を
交
換
、
も
し
く
は
加

工
機
を
変
更
す
る
必
要
が
あ

り
、
位
置
合
わ
せ
の
手
間
な
ど

に
よ
り
加
工
サ
イ
ク
ル
に
無
駄

が
多
く
生
産
効
率
向
上
の
足
を

引
っ
張
っ
て
い
た
。
同
機
の
ツ

イ
ン
ヘ
ッ
ド
化
は
こ
れ
ら
を
大

幅
に
改
善
し
、
加
工
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
加
工
時
間
を
高
い
レ

ベ
ル
で
融
合
さ
せ
た
。

　
ま
た
０
・

径
か
ら
の

電
極
を
使
用
し
た
微
細
穴
と
、

０
・
３

径
か
ら
の
電
極
を

使
用
し
た
細
穴
の
高
精
度
加
工

も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の

サ
ン
プ
ル
の
依
頼
を
受
け
た
。

タ
ン
ガ
ロ
イ

　
タ
ン
ガ
ロ
イ
は
経
済
性
の
高

い
両
面
仕
様
の
６
コ
ー
ナ
ー
イ

ン
サ
ー
ト

刃
先
交
換
チ
ッ

プ

を
採
用
し
た
刃
先
交
換
式

ド
リ
ル
「
Ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
Ｓ
ｉ
ｘ
―

Ｄ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ

タ
ン
グ
シ
ッ
ク

ス
―
ド
リ
ル

」
を
紹
介
し

た
。
刃
先
強
度
の
高
い
イ
ン
サ

ー
ト
と
新
設
計
ボ
デ
ィ
ー
と
の

組
み
合
わ
せ
で
、
抜
群
の
加
工

安
定
性
を
発
揮
す
る
。
ま
た
新

世
代
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
採
用
し

た
新
材
種
Ａ
Ｈ
９
０
３
０
が
、

幅
広
い
被
削
材
で
の
長
寿
命
を

実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
耐
熱
鋼
や
チ
タ
ン
合
金

加
工
、
金
型
の
彫
り
込
み
や
機

械
部
品
の
高
能
率
荒
加
工
に
最

適
な
新
世
代
の
超
高
送
り
カ
ッ

タ
ー
「
Ｄ
ｏ
Ｆ
ｅ
ｅ
ｄ
　
Ｓ
ｅ

ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

ド
ゥ
ー
フ
ィ
ー
ド

シ
リ
ー
ズ

」
も
展
示
。
経
済

的
な
両
面
仕
様
４
コ
ー
ナ
ー
イ

ン
サ
ー
ト
は
、
曲
線
切
れ
刃
と

大
き
な
す
く
い
角
に
よ
り
切
削

抵
抗
を
低
く
し
、
機
械
へ
の
負

担
を
大
幅
に
軽
減
し
て
い
る
。
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